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絵 具 に お け る 色 名 と 顔 料 の 関 係
一 ガ ッ シ ュ 絵 具

Relaもionshlp　between　七he　na 湖e　of　color 　and　pi8廨ents 　−　Gouache

瀧jlI　隆9ム、　　西i寸　　巌
Takahiro　Takigawa，　Iyao　Nishirnura

ip　一一ナー色彩株 式会社 　技術 部

弖遮 ：色名の 由来には様々な要因があ るが、顔料 も重 要な

もの であ る。 国内で は
一
般的に 見て、色名に 対して はそ の 色域

に の み 関心が持たれ、その 由来に は無頓着で あ るこ とが多い が

伝統的な油絵具や水彩絵具では多 くの 色名がその 使用顔料 （ま

たは染料 ）そ の も の を表 して お り、両者は密 接に 関連 して い る。

JIS に は、絵具に つ い て は S6028 「絵具 」、色 に つ いて は

Z8102 「色 名」 が あ るが、い ずれ も、色名 はその 色域 を示 す も

の と して しか 、把 え られて い な い。

米国で は、教育 用絵具類 は ANSI （触 erican 　Na七ionat　Stand−

ards 　 lns七ituもe）、専門家用はASTM （Ameri¢ an　Soc［ety　for
Testing　 and 　Materials）ζこおい て 規格化されて い る。この AS
T 黶 規格で は、色名と顔料の 関係 が、厳密 に 規定されて い る。

当社は昨年よ りこの 八S鋼 Sulacommittee　DOL57 （画材関連 ）に

おい て Task　Group　ll ；Gouache　Painもs （ガ ッ シ ュ 鶚 専 門家用

不透明水彩 の faめの 新規 格作 成グル ープ） の 委員 畏を努 めて い

るの で、そ の
一

環 と して ガ ッ シ ュ に 使 われて い る色名と顔料の

関係を調査 し 漁。以下に、そ の
一部 を 報告 す る。

L ．　 m 　　名

下記メーカー
の ガ ッ シ ュ 類絵 具で 顔料 に関係す ると考え られ る

色名の 代表的なもの を表 亘に示す 。

　WinSOr　繞　NeWtOn （WN）；　DeSi8nerS　GOUaChe　　　　　　　　（K萼■丿λ）

　 H．Sch槲incke（HS）　　　　；　（louache　Ref。12　　　　　　　　　　　　（Fイジ）
Lefranc　暴　Bourgeols（LB）；Extra−Fine　Designers　Gouache（フランス）

琵01bein （HB）　　　　　　　；　Gouache　　　　　　　　　　　　　　　　（抂ヨ本）

Royal　Talens　　；　Exもra −fine　Designers
，

　Colours　（tラン梦）

　Malmeri　　　　　　　　　　 ；　Designers
’

　Gouache

　Turner（TN）　　　　　　　　；　Design　Gouache

これ らの色名 を分類す ると 、 大体次の よ うに な る 。

　L 色名 と顔料 が
一

致す るもの

（イタリア）

（日本）

　2。もとも とは顔 料 を示 して い た が 、一
般色名 とな っ て い るもの

　3。完全 に は、一一般 色名に な りき っ て い な い も の

　4．顔料に 関係 す る と考 え られ るが、は っ 蓼 りしな い もの

デザ イン用 とし てつ くられだ ガ ッ シ　tZで は、 欧州 メーカー

で も色名と使用顔料 は必ず しも一
致 して いな い。こ れはヂ

ザ イン とい う複製を前提とした 作業で は、そ の 時の 仕上が

りが重要 視され、そ の 名の 表す色域があ っ て い れば、使用

顔料は あ ま り問題で はなか っ だか らと思われ る。

しか し、既存 の ASTM 規格 との 統
一
性を考え る と、デザ

イン用 で あ っ て も、色 名を考 え 直す 必要が あ る。以 下に、

い くつ かの 色 名に つ い て の 考 察 を述べ る。

9L7maw w
古代ギ リシ ア 時代よ り、茜草 の 根か ら抽 出され た染 料がマ ダ

ーとして 知 られて い た。これ を レーキ化 した顔料 がマ ダー一レ

ーキで あ る が u　 1868年 に C，Gr  beらに よ りア リザ リン が合 成

され、天然物 は あ ま り使われな くな っ た 。

一方、古代 フェ ニ キア よ り中 世 まで 、 Ke广mes（力彷 ラムV）か ら抽

出 しだ染料 も使わ れて お り、こ れbSCrimson，
　Carmineの 語源

とな っ た。　Scarle七も これ に よ り染 め拒布瑾 指す ペ ル シ ア 語

の Sakira七やア ラ ビア語 の Siquillatに 由来 す ると い われ て

い る。しか しx 　 16世紀に 中南米で 発見さ れ たCoccus　Coctl

（エンジムシ）に よるコ チニ ール 染料に 取っ て 変わ られ た。

植 物性の マ ダーの 主成分はア リザ リン （Fig．1）で あ り、天然

物はプル ブリンを含ん で い るため、琶調は柔 らか い が、耐光

性 に劣 るもの もあ る 。

一
方、動物性の コ チニ ール の 主成分は

カ ル ミン酸 （Fig。2）で あ る 。 両 者 と も ア ン トラ キ ノ ン

（Flg．3）を含ん でお り類似化 合物で あ る こ と が わ か る。

現在、大半の 絵具は合 成 ア リザ リン レ
ーキ（PR83）を使用 して

い るが、天然の マ ダーレーキ（NR　9）も残 っ て お り、水彩や 油

絵具で は、コ チ ニ
ー

ル レ
ー

キ（NR　4）ig翼性 の Carmineと して

使 っ 炬もの もあ る。（注 PR，NR　e 七c。；Col  ur 　 Index　Name）

しか し 、 ガ ッ シュ 類で は次の ように、異な る顔料もあ る 。

tSi］）　WN　／Ali2arin　Rose　門adder ；Barium　Lithol　Red　PR49：1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Toluidine 　Red　　　　　　PR　3

　　TN　／Rose　Madder　　　　　　　；Pigmen七　Scarlet　3B　PR60
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Titanium　Dioxide　　　P婦　6

　　HS ／Madder （：armine 　　　　Permanent　Organic　Pigment

塾 」x 然一 一

こ の 種の 色 で は 今だ に 天然土成顔料が広 く使わ れて お り、合

成 顔料 とは、明 確に区別され る。 しか し、元 来、天然顔料凌

指して い た邑名が、いつ の 間 にか合成顔料の 名に 変わ っ 遊 も

の （lndian　Red　 etc 。）もあ り、統一性 はな い。

Sienna，
　 Umber は いずれ も主産地 で あ っ た イタ リアの 地 名に

由来し、今でも天然土成顔料を示す。しか し、RawSienna

な どで は、癶然物 は透 明性が高 い 泛め。不遜明性 の 必 要なガ

ッ シ ュ で は、他 の 顔料 で 調色 して い る場合 が多 い 。

lndian　Redも イン ド産の 天然土成顔料を示して い 尨が、現在

で はや や紫 味の 合成酸 化鉄 ときれ て い る よう 踏 gVenetian

Redはやや 黄味の 合 成酸化 鉄 をさす 。 しか し、天 然顔料を爾

い て い るメ
ーカーもあ る。

オーカーは、天然 の 水和 酸化鉄 を さ し、Vellow　Ochreins代表

的で 、これ を焼 成 した もの が Red　Ochreや 1、ight 紀ed と呼 ば

れ る。しか し、色 の 安定 性な どの 点か ら、含成顔 料 を用 い て

調色 して い るメーカーが多 い。

制 ）　 幽

　　 冨N；　Synthe七lc　　I　ron 　@Oxide　　　　　　　　　@　PV42pPR1

　 　 　　Arylamjde 　VelIow　　　　　　　　　　　　　　PVI

1 　　 TN；Natural 　lron 　Oxide 　 　 　 　　　PB

@7 　　　　Syn七he 七ic 　Hydra 七ed　lron　Oxide 　　　　

42
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HB；　Natlve　Sienna
　 　 Me七al　ine　hydrous　 I　ron 　Oxide

　 Red　Ochre

WN；　Syn七htlc　｝ron　ex｝de

　　　　 Arylamide　@Re

　 　TN；　Na 七 ural 　lron 　  xiCi

　 　 　 　Naph もhol 　AS−B

　 　LB；　Natural 　Ochr

Mauve　卜1auvein

； P3PB

lPR

1PR7 ，PRIl，P

2 　 　　　P

7 　 　　　P

2 　　　PRI

？ 　　　　 　　　1856 年 、 英国 の化学者Perkin が発見

ta 歴史的な染料。 耐 光性が弱 く 、今で は使 わ

ない。 Na　enta 　 Fuc　e； 1858年Na 七anson の発見。　C．i．BV14（4
1 0） 一 ；オ ィキサ ン チン 酸マグ ネシウム

成 分。 イ ンドにお いて牛な どの尿から

くられだ。 Emerald 　Green ；本 来は酢酸 銅と亜ヒ酸銅の

墟だが 、毒性 と変 色の問 遜 から水 釉酸化クロム顔料（Virid
n ）に置き換 えら れ、 更 に、

般名となった。 Veronese 　Green ；Terre 　Ver 七 e （緑土 ）という説 、本

のEmeraldGreen と同じとする説、更には画家Veronese（

c 。イタ Vア）が 良く 使用し た 色 という 説などがある

最 初 の説は、良質の 緑土が、イタ リア Verona 近 郊で
れ 泛か ら と い われ る

5．　　　 　 ：　 素 5 ． 1 原 料名が

のまま使われているもの 暫U）　Oxide 　of　C

omium 　　PG17 　　Cobalt　Blue　　　　PB28　　　　　　（：obalt

Violet　　PV14 　　Cadmium　Ve1Iow 　　PV35 ，PV37　　Cadmiu
@Orange 　　PO20 　　Cadmi

　Red 　　　　 PR 夏085 ． 2

有名詞として使われているもの 疹哩）　UItramarine 　　；　Complex　Si【ica七e　
　 Na ，Al，S　　PB29 　　Viridian　　　　；　HyCirated 　Chromium　

quioxide　P 〔】18 　　Prussian　Blue ；　 Alkali 　Ferric　Fer

cianide　　　PB27 　　（：erulean　Blue；　Oxides　of　Cobal
ITin 　　　 　 　 　　 P

56 ．一 　　　　 っ　い煮い 、喚虹9 Ω；イン ジゴ染料（VB
1 ）を 用 いた絵具 も あ

が 、調 色 で だ し て いる色が多 い。 一；ナ

リ近郊 のベスビオ火山で採れ 泛 顔 料、ア ンチ モン酸鉛 （PY4

jをい っ た が、

魚し易く、調色したも の と なっている。 Zinc　White ； 一 般に

酸 化亜鉛（P 響4 ）（ HS ） を 示すが、 リト ポ ン（
硫 化亜鉛／

酸 バ リ ウ ム 四 5 ） も み ら れ る （ WN ， 　 HB ） 。 　 　 　

　 　　　 　　　 　　　 　　

　　I　　 h 　　　の   。アントラキノン系顔料 Alizarin　Cr｝

on，　Ali2arln 　Rose　MadderCar 而ine ，　Carmi

　Ex 七ra − Fine， 　Car棚ine 　段edCrlmson 　L

e，　Scarlet　 Lake，　ScarletMadder 　Carmine ，　門adder　Lake 　

rple ，

鬥adder　 Lak

@Garnet
I幽雌L一 一　　

・・　ユ　　目  ．天然土

顔料 R務製　Sien四a，　Bu「n七　SlennaRaw 　 U

ber，　Bu「n七　Umberg 　E臨rth　B「D尉nYel1  w　Ochre ，　Red

Ochre，　Deep　Ochre，　Lemon　OchreTerre　Ver士e

　Green 　Ea
h　　Burnt 　Green　 Earth   ．合成酸化鉄顔料 鬥ars 　Red ワ　lndia

@Red，　Engl　ish　R

，　Vene もian 　

dLi 　h 七　〇xide 　Re〔i  。特定顔料を示す色名 U1 七 ramarine ，　U
eramarine　Deep ，　Ultramarine 　LightLighi ｝∪1もramar｝ne，　D

p　Ultramarine，　UI七ramarine　VioletCoba1 七　Bl

，　Cebal七G「een， 　CobaltViolet，　e 七 c． Cadmium　∀ellow ，

Cadmlum　〔）range，　 Cadmiu 鵬　Red，　eも c． Ox

e　of　Chro旧iu旧，　Chro瞬e　Y
low，　etc． Viridian ，　V｝ridlan　MattPru
ian　Blue，　CeruTean　Blue，　Ver膕lIion
mvor 　B …ack 　La 　　 Blac 　 　Tlta

Ium　　hIte  ．特定顔料（染 料）を

す蝕名 ；一 部一 致し

いもの lndl 　o　　Na 　les　ell 　 iL 虹  ．パーマネント色 Pe 『湧anen七　G

en，　Per 隣anent 　Vel

駻，　Per   anent 　OrangePe 　

anen　　ed 　e七c ．   ．一般紕しだ色名及 び　由来

はっきりしない色名 Magenta ，　Mauve ，　Indian　Vellow
Chinese　〔｝range，　China 　Red ，　Tu

ish　Re〔iE 鵬era］d 　（ireen，　Veronese　G「eenFrance 　B

e，　Orlen 七　 BIue，　阿eneral 　 Blue，　A

re　BIueSe 　 ta 　Van 　ke　Bro　n　Cassel 　EarthPersi

　Blue ，　Persian 　Red，　Persian　VioIet，　etc
japanese　Vell

x ∫， 　 Japane8e 　G
e「1，　e七CgCinnaber 　Green  ．元 々混色 で

く

れ る色名 C

　iue
@Gree 　 　

rorae 　（］re　n　etc。 oo

　　　OHCi ° H

@ 　 　　
　

o
岫LL

麭 arin 　 C

1． MR11 　 5

J00CHI 　　O 　　 　　

B

（⊃
H 鷲 ⊂

…a”’”CH3O 　　　

　
　OH

D2Carm
ic　Acide0 ⊂） 　　　　QFi 　。3　An七hra　u’none
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